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平成26年

● 特集
　　日本におけるモノづくりの原点 〜零戦からMRJへ〜 

● 町政あんない
　　所得税の確定申告と住民税の申告は3月17日（月）が期限です
　　一般廃棄物手数料が変わります
　　自動車税・軽自動車税の手続きはお早めに
　　平成26年度放課後児童クラブ室なかよし会入会を受け付けます

● 情報コーナー
　　「あいち森と緑づくり税」を延長します
　　愛知県ナースセンターは、看護職の方の就業活動を支援しています

1月17日(金)に保健センターで行った食育ひろばの風景です。対象は3
歳児健診を受けた子どもとその保護者です。ご飯をラップで包んで、お
にぎり作り。みんなで楽しくいただきました。
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広報とよやま平成26年2月号

　　　　特集�2

　﹁
風
立
ち
ぬ
﹂、﹁
永
遠
の
０
﹂な
ど
、
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
零
戦
が
物
語
の
大
切
な
役

割
を
担
う
映
画
が
上
映
さ
れ
、
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
太
平
洋
戦
争
に
お
い
て
日
本
の
主
力
戦
闘
機
で
あ
っ
た
零
戦
は
開
発
当
時
、
世
界
一
の
性

能
を
も
つ
航
空
機
で
し
た
。

　
そ
の
モ
ノ
づ
く
り
の
精
神
は
、
私
た
ち
が
心
待
ち
に
し
て
い
る
、
Ｍ
Ｒ
Ｊ︵
三
菱
リ
ー
ジ
ョ

ナ
ル
ジ
ェ
ッ
ト
︶へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
今
年
度
の
航
空
文
化
フ
ェ
ス
タ
の
テ
ー
マ
と
、
零
戦
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

●
零
戦
か
ら
受
け
継
が
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ

●
豊
山
町
に
も
零
戦
が
あ
り
ま
す

●
零
戦
か
ら
Ｍ
Ｒ
Ｊ
へ

日本におけるモノづくりの原点日本におけるモノづくりの原点

　
零
戦 
ゼ
ロ
戦
 の
正
式
名
称
は
Ὶ
零
式
艦

上
戦
闘
機
で
す
Ί

　
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
ℕ
た
昭
和
十
六
年
に
Ὶ

正
式
に
日
本
軍
に
採
用
さ
れ
Ὶ
現
在
の
三
菱

重
工
業 
株
 の
大
江
工
場 
名
古
屋
市
港
区
 

を
中
心
に
Ὶ
約
一
万
機
が
生
産
さ
れ
ま
し
た
Ί

　
軽
く
て
速
く
Ὶ
運
動
性
能
も
高
く
Ὶ
一
度

に
飛
べ
る
距
離
も
長
い
こ
と
な
ど
か
ら
Ὶ
戦

争
の
初
期
に
は
無
敵
と
い
わ
れ
Ὶ
ア
メ
リ
カ

軍
か
ら
恐
れ
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
Ί

　
設
計
し
た
の
は
‎
風
立
ち
ぬ
‏
の
モ
デ
ル

と
な
ℕ
た
堀
越
二
郎
で
す
Ί
彼
は
そ
の
後
Ὶ

日
本
初
の
国
産
旅
客
機
Ὶ
Ｙ
Ｓ
ῶ
11
の
設
計

に
も
関
わ
り
ま
し
た
Ί

　　
三
菱
重
工
業(

株)

名
古
屋
航
空
宇
宙
シ
ス

テ
ム
製
作
所
小
牧
南
工
場
史
料
室
に
は
Ὶ
零

戦
の
復
元
機
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
Ί

　
太
平
洋
戦
争
中
の
昭
和
十
九
年
に
三
菱
重

工
業
大
江
工
場
で
生
産
さ
れ
た
も
の
で
Ὶ戦
後
Ὶ

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
ヤ
兊
プ
島
で
発
見
・
回

収
さ
れ
た
残
骸
を
基
に
作
ら
れ
た
機
体
で
す
Ί

　
史
料
室
に
は
堀
越
二
郎
の
直
筆
の
手
紙
や
Ὶ

零
戦
の
図
面
や
取
扱
説
明
書
Ὶ
設
計
チ
ῴ
ム

の
集
合
写
真
な
ど
も
展
示
さ
れ
て
い
て
Ὶ
零

戦
に
こ
め
ら
れ
た
人
々
の
情
熱
を
今
で
も
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
Ί

　
そ
の
ほ
か
に
も
Ὶ
航
空
機
の
開
発
に
関
わ

る
貴
重
な
史
料
が
数
多
く
公
開
さ
れ
て
い
て
Ὶ

全
国
か
ら
飛
行
機
フ
纊
ン
や
研
究
者
が
訪
れ

て
い
ま
す
Ί

　
史
料
室
は
一
般
の
方
も
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
Ί
た
だ
し
Ὶ
毎
週
木
曜
日
の
み
で
Ὶ

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
Ί

　
な
お
Ὶ
次
ペ
ῴ
ジ
で
お
知
ら
せ
す
る
今
年

度
の
航
空
文
化
フ
炻
ス
タ
当
日
は
Ὶ
特
別
に

予
約
な
し
で
も
入
室
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
Ί

▼
史
料
室
に
関
す
る
問
合
せ
　
三
菱
重
工
業

 
株
 名
古
屋
航
空
宇
宙
シ
ス
テ
ム
製
作
所
史

料
室
　
Ԡ
28
・
１
１
１
２

　
最
新
の
航
空
機
の
製
作
現
場
と
い
う
と
Ὶ

ク
リ
ῴ
ン
ル
ῴ
ム
の
中
で
ロ
ボ
兊
ト
が
ネ
ジ

を
締
め
て
い
る
と
想
像
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
Ί

　
し
か
し
Ὶ
実
際
の
現
場
で
は
Ὶ
私
た
ち
が

日
常
生
活
で
使
ℕ
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ῴ
や
金

づ
ち
な
ど
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
よ
う
な

道
具
も
使
ℕ
て
Ὶ
ひ
と
つ
ひ
と
つ
Ὶ
作
業
員

の
方
が
精
魂
を
こ
め
て
Ὶ
部
品
を
組
み
上
げ

て
い
る
の
で
す
Ί

　
そ
の
様
子
は
Ὶま
さ
に
Ὶ‎
モ
ノ
づ
く
り
で‏
す
Ί

　
今
年
の
航
空
文
化
フ
炻
ス
タ
で
は
Ὶ
ま
さ

に
現
在
Ὶ
最
終
組
立
に
入
ℕ
て
い
る
Ｍ
Ｒ
Ｊ

の
生
産
に
携
わ
ℕ
て
い
る
専
門
家
か
ら
Ὶ
わ

が
国
が
誇
る
航
空
機
生
産
技
術
と
Ὶ
そ
の
歴

史
に
つ
い
て
Ὶ
わ
か
り
や
す
く
お
話
を
い
た

だ
き
ま
す
Ί

零戦の復元機の勇姿

貴重な史料が展示されています

〜零戦から
　　　ＭＲＪへ〜
〜零戦から
　　　ＭＲＪへ〜

提供：三菱重工業（株）・三菱航空機（株）



「日本の空をつくった、名機たち」

「日本における物作りの原点�〜零戦からＭＲＪへ〜」「日本における物作りの原点�〜零戦からＭＲＪへ〜」
●と　き　午後1時〜午後2時30分
　　　　  （開場は午後０時30分）

●ところ　社会教育センター・ホール
●定　員　300名（応募者多数の場合は抽選します）

　工業製品としての零戦は、当時世界一の性能を
持った航空機でした。零戦の開発経緯、機能などに
ついて、航空機のテストパイロットとして感じた
ことを語り、当時の技術者の開発への取り組みや
考え方にスポットを当てながら、日本における物
作りの原点について触れていきます。
＊あわせて、三菱重工業の史料室が特別公開されます。予約なしで、

見学することができます。時間は午前9時30分〜午後４時までです。

●講　師　

　三菱重工業株式会社�

　名古屋航空宇宙システム製作所�

　小牧南工場長　貞井俊介氏　

　昭和34年3月生まれ。防衛大学校を経て、

昭和58年海上自衛隊幹部候補生学校に入校。

幹部航空教育課程を経て、昭和62年に、122

航空隊に入隊。平成13年に三菱重工業ֲに

入社し、平成24年4月より現職。防衛航空機

事業部の主幹操縦士を兼ね、ＳＨ−60Ｊヘ

リコプターのテストパイロットを務める。

PROJECT 航空文化トーク1

（要申込み）

土2月25日2月22日

●と　き　午前10時〜午後4時　　●ところ　社会教育センター・アリーナ

●と　き　午後2時30分〜午後4時　●ところ　県営名古屋空港ターミナル３階

　「空」をテーマにしたワークショップです。子どもから大人まで、遊びながら飛行機が飛ぶ仕組みを学べます。
[予定プログラム]
★いろんな飛行機を作って飛ばそう！
　ゴム動力のヘリコプターやふわふわ飛行機など、オリジナルの紙飛行機を作ります。滞空時間競技会も開催
します（素敵な景品つき）。
　その他、（株）フジドリームエアラインズや三菱重工業ֲ、名古屋空港ビルディングֲなどによるグッズ販売
や体験コーナーもあります。

PROJECT 航空ふれあい広場2

（申込み不要）

Project1航空文化トークと、Project3名機百選へ参加するためには入場整理券が必要です。「航空文化フェスタ参加希
望」と明記し、郵便番号、住所、氏名、電話番号、参加希望人数をご記入の上、葉書かファクス、メールでお申込
みください。整理券を郵送します。ただし、申込み者多数の場合は抽選しますのでご承知おきください。１枚の整
理券で、両方のイベントに参加できます。Project2航空ふれあい広場は申込みは不要です。
■締　　切　　り：2月10日（月）（葉書の場合は当日消印有効）
■申込み・問合せ：〒480−0292（住所記入不要）　豊山町総務部総務課企画財政・情報係　☎28・0913　　29・
　　　　　　　　　1177メール　sora@town.toyoyama.lg.jp
　　　　　　　　　＊締切後、入場整理券を送付します。抽選の結果、落選された場合もご連絡します。
　　　　　　　　　＊内容は都合により予告なく変更する場合があります。

「空で遊ぼう！　
子どもワークショップ」
「空で遊ぼう！　
子どもワークショップ」

広報とよやま平成26年2月号

特集�3

入場無料なごや航空文化フェスタ2014なごや航空文化フェスタ2014

PROJECT 名機百選特別公開3
「日本の空をつくった、名機たち」

　日本の航空技術の発展を支えた航空機の超精密模型を公開します。リニューアルした展示をお楽しみください。

（要申込み）



・
平
成
二
十
五
年
中
の
給
与
収
入
金
額
が
二

　
千
万
円
を
超
え
る
方

・
給
与
を
一
か
所
か
ら
受
け
て
い
て
Ὶ
各
種

　
の
所
得
金
額
 
給
与
所
得
Ὶ
退
職
所
得
を

　
除
く
 の
合
計
額
が
二
十
万
円
を
超
え
る

　
方

・
給
与
を
二
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
て
Ὶ

　
年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
ℕ
た
給
与
の
収
入

　
金
額
と
Ὶ
各
種
の
所
得
金
額
 
給
与
所
得
Ὶ

　
退
職
所
得
を
除
く
 
と
の
合
計
額
が
二
十

　
万
円
を
超
え
る
方

・
平
成
二
十
五
年
中
の
各
種
の
所
得
金
額
の

　
合
計
額
 
譲
渡
所
得
や
山
林
所
得
を
含
む
Ί 

　
か
ら
Ὶ
所
得
控
除
を
差
し
引
き
Ὶ
そ
の
金

　
額
 
課
税
さ
れ
る
所
得
金
額
 
に
所
得
税

　
の
税
率
を
乗
じ
て
計
算
し
た
税
額
か
ら
配

　
当
控
除
額
を
差
し
引
い
た
結
果
Ὶ
残
額
の

　
あ
る
方

　
平
成
二
十
六
年
一
月
一
日
現
在
で
豊
山
町

内
に
住
所
が
あ
り
Ὶ
平
成
二
十
五
年
中
に
所

得
が
あ
ℕ
た
方
は
Ὶ
町
民
税
・
県
民
税
申
告
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
Ί
た
だ
し
Ὶ
次
の
方

は
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
Ί

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

・
所
得
が
給
与
所
得
以
外
に
な
く
Ὶ
平
成
二

　
十
六
年
一
月
一
日
現
在
で
給
与
の
支
払
い

　
を
受
け
て
い
る
方 
各
種
所
得
控
除
を
受

　
け
る
方
は
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

　
す
Ί 

・
所
得
が
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
以
外
に

　
な
く
Ὶ
平
成
二
十
六
年
一
月
一
日
現
在
で

　
公
的
年
金
等
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
方

　 
各
種
所
得
控
除
を
受
け
る
方
は
申
告
が

　
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
Ί 

　
な
お
Ὶ
所
得
の
な
か
ℕ
た
方
は
Ὶ
申
告
の

義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
Ὶ
国
民
健
康
保
険
税

の
減
額
や
福
祉
関
係
の
判
定
お
よ
び
所
得
証

明
を
必
要
と
さ
れ
る
場
合
の
資
料
と
な
り
ま

す
の
で
Ὶ
申
告
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
Ί

　
申
告
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
Ί
所
得
税

は
ϱ
・
ϲ
で
申
告
で
き
ま
す
Ί
町
・
県
民
税

は
ϱ
の
イ
で
受
け
付
け
ま
す
Ί

①
申
告
︵
相
談
︶
会
場
で
の
提
出

ア
　
名
古
屋
会
場
︵
税
務
署
が
開
設
す
る
申

告
会
場
︶

▼
開
設
期
間
　
二
月
十
二
日
 
水
 
Ό
三
月

十
七
日
 
月
 
※
土
曜
日
・
日
曜
日
は
二
月

二
十
三
日
 
日
 
お
よ
び
三
月
二
日
 
日
 

の
み
開
設
　
午
前
九
時
十
五
分
Ό
午
後
五
時

 
午
後
四
時
ま
で
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
 

▼
と
こ
ろ
　
愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ῴ
 
ウ

イ
ン
ク
あ
い
ち
 
※
名
古
屋
空
港
直
行
バ
ス

‎
名
古
屋
駅
前
下‏
車
徒
歩
五
分
 
次
ペ
ῴ
ジ

案
内
図
参
照
 

イ
　
豊
山
町
会
場
︵
無
料
税
務
相
談
所
︶

▼
開
設
期
間
　
二
月
十
七
日
 
月
 
Ό
三
月

十
七
日
 
月
 
※
土
曜
日
・
日
曜
日
を
除
く

午
前
九
時
Ό
正
午
Ὶ
午
後
一
時
Ό
午
後
四
時

▼
と
こ
ろ
　
役
場
二
階
会
議
室
一
・
二
　

※
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
申
告
Ὶ
土
地
・

株
式
等
の
譲
渡
所
得
Ὶ
青
色
申
告
・
収
支
内

訳
書
 
事
業
所
得
・
不
動
産
所
得
・
農
業
所

得
 
の
未
完
成
な
方
に
関
す
る
相
談
お
よ
び

申
告
は
名
古
屋
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
Ί

②
郵
送
提
出
、
電
子
申
告
︵
e-

T
a
x
︶

　
国
税
庁
ホ
ῴ
ム
ペ
ῴ
ジ
の
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ῴ
ナ
ῴ
に
て
Ὶ
自
動
計
算
で
申
告
書

が
作
成
・
印
刷
で
き
ま
す
Ί
印
刷
し
た
申
告

書
は
税
務
署
に
郵
送
等
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
Ί

　
ま
た
Ὶ
電
子
申
告 
e-

T
a
x

 は
Ὶ
イ

ン
タ
ῴ
ネ
兊
ト
で
国
税
に
関
す
る
申
告
や
納

税
Ὶ
申
請
・
届
出
な
ど
の
手
続
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム
で
す
Ί
e-

T
a
x

の
ご
利
用
に
当

た
ℕ
て
は
Ὶ
あ
ら
か
じ
め
税
務
署
へ
開
始
届

出
書
を
提
出
し
Ὶ
利
用
者
識
別
番
号
な
ど
を

取
得
し
て
く
だ
さ
い
Ί

広報とよやま平成26年2月号

町政あんない�4

対
象
者
か
ど
う
か
確
認
す
る

所
得
税
の
確
定
申
告
と
住
民
税
の

申
告
は
3
月
17
日︵
月
︶が
期
限
で
す

　
申
告
期
限
は
、
三
月
十
七
日︵
月
︶で
す
。
な
お
、
申
告︵
相
談
︶会
場
は
、
た
い
へ
ん
混

み
合
い
ま
す
。
郵
送
ま
た
は
電
子
申
告︵
e-

T
a
x
︶で
の
提
出
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
主
な
方

S
T
E
P
�
①

　
給
与
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票 
原
本
 Ὶ印

鑑 
認
印
可
 Ὶ所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場

合
は
還
付
金
の
振
込
先
の
分
か
る
も
の 
金

融
機
関
名
と
口
座
番
号
Ί
た
だ
し
Ὶ
申
告
者

本
人
の
口
座
に
限
る
 Ὶそ
の
他
に
次
の
表
の

書
類
が
必
要
で
す
Ί
ま
た
Ὶ
昨
年
の
確
定
申

告
書
の
控
え
な
ど
の
参
考
資
料
が
あ
る
方
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
Ί

必
要
な
物
を
準
備
す
る

S
T
E
P
�
②

申
告
方
法
を
確
認
す
る

S
T
E
P
�
③

町
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

控除名 必要な書類など

社会保険料控除 社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書など

生命保険料控除 生命保険料支払証明書

地震保険料控除 地震保険料支払証明書

障害者控除 身体障害者手帳や療育手帳、
障害者控除対象者認定書など

寄附金控除
寄附した団体などから交付を
受けた寄附金の受領証など

住宅借入金等
特別控除

税務署発行の「住宅借入金等
特別控除を受けられる方へ」
を参照してください

医療費控除

支払った医療費の領収書や医
療費を補てんする保険金など
が分かるもの
※医療費の合計金額をあらかじ
　め計算しておいてください
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●名古屋会場
　愛知県産業労働センター（ウィンクあいち）案内図

2/17（月） 

2/18（火）

2/19（水） 

2/20（木） 

2/21（金） 

青塚１（税務署来庁） 3 / 3（ 月 ） 

3 / 4（ 火 ） 

3 / 5（ 水 ） 

3 / 6（ 木 ） 

3 / 7（ 金 ） 

名栗２、豊山団地１


青塚２、青塚３(税務署来庁） 伊勢山２、上西
 

九十野、西之町１（税務署来庁） 西之町２、豊山団地２
 

伊勢山３、大門（税務署来庁） 分譲住宅、名栗１
 

中之町、新田第１（税務署来庁） 栄、新町北
 

下青山、中稲（税務署来庁） 所得税の還付申告をされる方


諏訪、農業所得のある方 所得税の還付申告をされる方


新町南、農業所得のある方 未申告者（町内全域）

新田第２、新田第３ 未申告者（町内全域）

●豊山町会場　地区別納税相談（申告）受付日

開設日
 地      区      名 開設日 地      区      名 

2/24（月） 

2/25（火） 

2/26（水） 

2/27（木） 

3/10（月） 

3/11（火） 

3/12（水） 

3/13（木） 

伊勢山１、上東
 未申告者（町内全域）2/28（金） 3/14（金） 

未申告者（町内全域）3/17（月） 

愛知県産業
労働センター
(ウインクあいち)

名
古
屋
駅

桜通
地下鉄桜通線

広小路通

江
川
線

ミッドランド
スクエア

名古屋空港直行バス
「名古屋駅前」停留所

地
下
鉄

地
下
鉄 

東
山
線

東
山
線

地
下
鉄 

東
山
線

国際センター

錦通錦通

※駐車場に限りがありますので、公共交通機関を
　ご利用ください。

事務職員

市販の履歴書（写真付き）、資格証等の写し

１名

月曜日〜土曜日（国民の休
日等を除く）のうち5日間


時給1,020円
交通費は2km以上別途支給

保育士、幼稚園・小学校教諭等の資格
のある方で平成26年4月1日（火）から平
成27年3月31日（火）まで勤務できる方

総合福祉センターしいの木
☎39・0776

2月21日（金）までに総合福祉セン
ターしいの木に持参または郵送し
てください。郵送の場合は2月21日

（金）までの消印有効です。

午前8時30分〜午後5時30分のう
ち1日6時間で週30時間

町立保育園における保育業務

保育士

市販の履歴書(写真付き)・保育士証の写し

若干名

月曜日〜金曜日（国民の休日等を除
く）年に数回土曜日勤務があります。

時給1,070円
交通費は2km以上別途支給

保育士の有資格者で平成26年
3月3日（月）から勤務できる方

福祉課福祉・少子係
☎28・0912

２月14日（金）までに役場１階福祉
課福祉・少子係に持参または郵送
してください。郵送の場合は２月
14日（金）までの消印有効です。

午前8時30分〜午後4時15分

学校用務一般

学校用務員（志水小学校）

市販の履歴書(写真付き)

１名

月曜日〜金曜日（国民の休日
等を除く）の5日間

時給860円
交通費は2km以上別途支給

平成26年4月1日（火）から勤
務できる方

学校教育課学校教育係
☎28・2211

2月14日（金）までに役場3階学校教
育課学校教育係に持参または郵送
してください。郵送の場合は2月14
日（金）までの消印有効です。

午前8時30分〜午後3時30分
原則、夏休み、冬休み、春休みは休日

児童の生活介助

特別教育支援員（志水小学校）

市販の履歴書(写真付き)

１名

月曜日〜金曜日（国民の休日
等を除く）の5日間

時給930円
交通費は2km以上別途支給

平成26年4月1日（火）から勤
務できる方

学校教育課学校教育係
☎28・2211

2月14日（金）までに役場3階学校教
育課学校教育係に持参または郵送
してください。郵送の場合は2月14
日（金）までの消印有効です。

午前8時30分〜午後3時30分
原則、夏休み、冬休み、春休みは休日

業務内容

募集人数

勤 務 日

勤務時間

賃　金

応募資格

その他の条件

〒480-0202　豊山町大字豊場字諏訪270
番地　豊山町総合福祉センターしいの木

〒480-0292（住所記載不要）
豊山町福祉課福祉・少子係

〒480−0292（住所記載不要）
豊山町学校教育課学校教育係

〒480−0292（住所記載不要）
豊山町学校教育課学校教育係郵 送 先

提出書類

申込み

問合せ

非常勤職員を募集します

町内の福祉センターにおける施
設管理、児童館企画運営業務

豊山町非常勤職員等に関する取扱要綱に準じます。町内在住者は自動車通勤不可。

公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
四
百
万
円
以

下
で
Ὶ
か
つ
Ὶ
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得

以
外
の
各
種
の
所
得
金
額
が
二
十
万
円
以
下

で
あ
る
場
合
に
は
Ὶ
確
定
申
告
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
Ί
た
だ
し
Ὶ
所
得
税
の
還
付
を
受
け

る
た
め
の
申
告
書
は
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
Ί一

般
廃
棄
物
手
数
料
が

　
　
　
　
　
　
変
わ
り
ま
す

4/1〜　
消
費
税
法
の
改
正
に
伴
ℕ
て
Ὶ
四
月
一
日

 
火
 か
ら
表
の
と
お
り
手
数
料
の
一
部
を
改

正
し
ま
す
Ί

　
粗
大
ご
み
に
つ
い
て
は
Ὶ
四
月
一
日 
火
 

か
ら
Ὶ
処
理
券
販
売
所
で
購
入
い
た
だ
く
分

よ
り
一
個
に
つ
き
五
百
十
円
と
な
り
ま
す
Ί

既
に
ご
購
入
済
み
の
処
理
券
に
つ
い
て
は
Ὶ

そ
の
ま
ま
ご
利
用
で
き
ま
す
Ί

　
ま
た
Ὶ
動
物
の
死

体
に
つ
い
て
は
Ὶ
四

月
一
日 
火
 か
ら
役

場
に
持
ち
込
ま
れ
た

も
の
よ
り
Ὶ
一
体
に

つ
き
二
千
九
百
十
円

と
な
り
ま
す
Ί

▼
問
合
せ
　
建
設
課

環
境
・
安
全
係
　
Ԡ

28
・
０
９
１
6

◎改正される手数料

手 数 料
種 別

粗 大 ご み
（ １ 個 ）

動物の死体
（ １ 体 ）

改正前の
金額(円)

改正後の
金額(円)

500 510

2,830 2,910

▼
問
合
せ
　
名
古
屋
西
税
務
署 
確
定
申
告
 

Ԡ
0
5
2

・
5
2
1

・
8
2
5
1 

自
動
音

声
に
よ
り
案
内
し
て
い
ま
す
 　
税
務
課
課

税
係
 
町
・
県
民
税
申
告
 
　
Ԡ
28
・

2
4
3
4
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町

政

あ

ん

な

い
　
キ
ラ
リ
65
歳
教
室
で
は
Ὶ
介
護
保
険
制
度

の
仕
組
み
や
手
続
き
Ὶ
シ
ル
バ
ῴ
人
材
セ
ン

タ
ῴ
へ
の
入
会
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
Ὶ

地
域
で
の
活
動
・
生
き
が
い
づ
く
り
を
応
援

し
て
い
ま
す
Ί

　
対
象
者
に
は
Ὶ
二
月
上
旬
に
案
内
状
を
送

付
し
ま
す
Ί
参
加
を
希
望
す
る
方
は
Ὶ
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
Ί
　

▼
と
　
き
　
三
月
六
日 
木
 　
午
前
十
時
三

十
分
Ό
午
前
十
一
時
三
十
分
▼
と
こ
ろ
　
役

場
三
階
会
議
室
三
・
四
▼
対
象
者
　
平
成
二

十
五
年
七
月
Ό
平
成
二
十
六
年
三
月
の
間
に

六
十
五
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
▼
問
合
せ
　
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ῴ
　
Ԡ
28
・
０
９
３
２

　
本
町
の
ホ
ῴ
ム
ペ
ῴ
ジ
に
掲
載
す
る
有
料

広
告
を
募
集
し
ま
す
Ί
　

▼
掲
載
場
所
　
本
町
ホ
ῴ
ム
ペ
ῴ
ジ
の
ト
兊

プ
ペ
ῴ
ジ
下
段
▼
募
集
枠
　
六
枠
▼
掲
載
料

一
枠
あ
た
り
月
額
五
千
円
▼
掲
載
規
格
　‒
サ

イ
ズ
–　
縦
六
十
ピ
ク
セ
ル
横
百
二
十
ピ
ク

セ
ル
　‒
形
式
–　
Ｇ
Ｉ
Ｆ
ま
た
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ

形
式
で
静
止
画
　‒
デ
ῴ
タ
容
量
–　
十
Ｋ
Ｂ

以
下
　‒
デ
ザ
イ
ン
及
び
色
彩
–　
町
の
イ
メ

ῴ
ジ
を
損
な
わ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
▼
掲

載
期
間
　
四
月
一
日
 
火
 
よ
り
一
年
間
 
一

嵂
月
単
位
で
も
お
申
込
み
で
き
ま
す
 
▼
募

集
期
限
　
三
月
十
日
 
月
 
ま
で
Ί
空
き
枠

が
あ
れ
ば
随
時
受
け
付
け
ま
す
▼
申
込
み
　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
Ὶ
広
告
画
像

案
を
添
え
て
総
務
課
企
画
財
政
・
情
報
係
ま

で
郵
送
ま
た
は
持
参
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
Ί
申
込
書
は
Ὶ
ホ
ῴ
ム
ペ
ῴ
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ῴ
ド
で
き
ま
す
▼
問
合
せ
　
総
務
課
企

画
財
政
・
情
報
係
　
Ԡ
28
・
０
９
１
３

　
児
童
手
当
は
Ὶ
子
ど
も
た
ち
の
扶
養
を
支

援
す
る
制
度
で
す
Ί

　
中
学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
は
Ὶ
三
歳
未
満
の
児
童
に
は
月
額
一

万
五
千
円 (

三
歳
到
達
後
の
翌
月
か
ら
は
一

万
円) 

が
支
給
さ
れ
ま
す
Ί

　
ま
た
Ὶ
小
学
校
修
了
前
の
第
三
子
以
降
の

児
童
に
は
月
額
一
万
五
千
円
が
支
給
さ
れ
ま

す
Ί

　
手
当
を
受
け
る
に
は
Ὶ
申
請
が
必
要
で
す
Ί

受
給
資
格
が
あ
る
方
で
申
請
を
し
て
い
な
い

方
や
Ὶ
六
月
の
現
況
届
を
提
出
さ
れ
て
い
な

い
方
は
Ὶ
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
Ί

▼
問
合
せ
　
福
祉
課
福
祉･

少
子
係
　
Ԡ
28

・
０
９
１
２

　
今
月
は
Ὶ
児
童
手
当
 
十
月
Ό
一
月
分
 

の
支
給
月
で
す
Ί
二
月
十
日
 
月
 
に
受
給

者
の
指
定
金
融
機
関
口
座
に
振
込
み
ま
す
Ί

▼
問
合
せ
　
福
祉
課
福
祉･

少
子
係
　
Ԡ
28

・
０
９
１
２

　
自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
は
Ὶ
毎
年

四
月
一
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
Ί

　
所
有
し
て
い
る
自
動
車
な
ど
を
譲
渡
・
廃

車
Ὶ
住
所
変
更
し
た
と
き
な
ど
は
Ὶ
速
や
か

に
手
続
き
を
行
ℕ
て
く
だ
さ
い
Ί

　
毎
年
三
月
は
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
Ί

手
続
き
は
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
Ί

○
普
通
自
動
車
・
二
輪
の
小
型
自
動
車
︵
２

５
１
cc
以
上
︶
▼
問
合
せ
　
小
牧
自
動
車
検

査
登
録
事
務
所
　
電
話
０
５
０
・
５
５
４
０
・

２
０
４
８

○
三
・
四
輪
の
軽
自
動
車
▼
問
合
せ
　
軽
自

動
車
検
査
協
会
小
牧
支
所
　
電
話
０
５
６
８
・

75
・
３
４
６
４

○
二
輪
の
軽
自
動
車
︵
１
２
６
cc
〜
２
５
０

cc
︶
▼
問
合
せ
　
軽
自
動
車
協
会
連
合
会
小

牧
支
所
　
電
話
０
５
６
８
・
43
・
１
４
０
６

○
原
動
機
付
自
転
車
︵
１
２
５
cc
ま
で
︶
・

小
型
特
殊
自
動
車
▼
問
合
せ
　
税
務
課
課
税

係
　
Ԡ
28
・
２
４
３
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

　

�

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す

3/10まで

キ
ラ
リ
65
歳
教
室
を

　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

児
童
手
当
の

　
　
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

二
月
は
児
童
手
当
の

　
　
　
　
　
支
給
月
で
す

3/6

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の

　
　
　
　
手
続
き
は
お
早
め
に

Viva�Brasil！
〜トークと音楽でおくる、
　　　ブラジルワールド〜

　日本に住んでいる外国人の方をお招きして、様々な文化
について体験する多文化共生交流会、今年度はブラジルを
取り上げます。
　ブラジルは移民された方も数多くいらっしゃるとても縁
の深い国です。また、6月からサッカーのワールドカップが
開催され、世界中の目が注がれます。
　サンパウロで生まれ育ち、小野リサなどの著名なアーチ
ストとも共演している日系ブラジ
ル人ミュージシャン、マルセロ木
村氏と、名古屋を中心にブラジル
の魅力を広める活動をされている
上沖央明氏をお招きします。
　軽快なおしゃべりと素敵な音楽
を交えたステージで、楽しくブラ
ジルの文化を学びます。
　と　き　3月1日（土）　午前10時～午前11時30分　ところ
社会教育センター3階視聴覚室　申込み　総務課企画財政・
情報係窓口で受付けます。葉書やメール、ＦＡＸでも申込
みできます。「多文化共生交流会参加希望」と書いていただき、
氏名、住所、希望参加人数、電話番号をお知らせください。
応募者多数の場合は抽選となります　問合せ　総務課企画
財政・情報係　Ԡ28・0913　　29・1177　メール　kikaku＠
town.toyoyama.lg.jp

3/1

▼ ▼

▼

▼

マルセロ木村氏



　
町
長
が
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
直
接
Ὶ

町
政
に
関
し
て
ご
意
見
を
聴
く
機
会

で
す
Ί

　
一
組
に
つ
き
Ὶ
三
十
分
の
時
間
で
Ὶ

町
長
と
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
す
Ί

▼
と
　
き
　
二
月
二
十
八
日 
金
 　

午
後
一
時
Ό
午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
　

役
場
一
階
　
監
査
委
員
室
▼
対
　
象

町
内
に
在
住
・
在
勤
の
個
人
ま
た
は

五
人
ま
で
の
団
体
▼
募
集
数
　
六
組

 
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
 ▼
締

切
り
　
二
月
十
四
日 
金
 ▼
申
込
み
・

問
合
せ
　
総
務
課
企
画
財
政
・
情
報

係
　
Ԡ
28
・
０
９
１
３

﹁
町
長
と
の
対
話
﹂を

行
い
ま
す

(※) については予約が必要です

相
　
　
　
　
　
　
　
談

　
尾
張
・
名
古
屋
地
域
は
江
戸
時
代
後
半
か

ら
戦
前
ま
で
出
版
が
盛
ん
で
し
た
Ί

　
明
治
初
期
の
教
科
書
Ὶ
昭
和
の
名
古
屋
の

本
な
ど
の
古
書
を
展
示
し
て
い
ま
す
Ί

▼
と
　
き
　
三
月
三
十
日 
日
 ま
で
▼
と
こ

ろ
　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ῴ
二
階
・
郷
土
資
料

室
▼
問
合
せ
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

Ԡ
28
・
０
３
９
６

　
社
会
学
Ὶ
生
活
学
の
専
門
家
で
あ
る
愛
知

学
泉
大
学
家
政
学
部
の
上
田
裕
教
授
を
講
師

に
お
招
き
し
Ὶ
家
庭
教
育
が
ど
の
よ
う
に
あ

る
べ
き
か
に
つ
い
て
Ὶ
今
の
大
学
生
を
例
に
Ὶ

お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
Ί

▼
と
　
き
　
二
月
二
十
八
日 
金
 　
午
後
二

時
Ό
 
開
場
は
三
十
分
前
 
▼
と
こ
ろ
　
社

会
教
育
セ
ン
タ
ῴ
研
修
室
二
▼
演
　
題
　
わ

か
ら
な
い
こ
と
か
ら
始
め
る
家
庭
教
育
▼
申

込
み
・
問
合
せ
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

Ԡ
28
・
０
3
9
6
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●よろず相談
と　き　2月19日（水）
　　　　午後1時〜午後3時
ところ　役場3階会議室3
相談員　行政相談委員
　　　　人権擁護委員
問合せ　総務課総務・防災係　☎28・6003
　　　　福祉課福祉・少子係　☎28・0912

●消費生活相談
と　き　2月19日（水）
　　　　午後1時〜午後3時
ところ　役場3階会議室3
相談員　消費生活相談員

問合せ　都市計画課地域振興係 ☎28・2463

●いのちの相談
「いのちの電話」（通話無料）
受付時間　毎月10日　
　　　　　午前8時〜翌日の午前8時　　
　　　　　☎0120・738・556

「名古屋いのちの電話」（通話有料）
受付期間　24時間いつでも
　　　　　☎052・931・4343
問合せ　福祉課福祉・少子係  ☎28・0912

●子育て相談
と　き　月曜日〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前10時〜午後3時
ところ　各保育園
相談員　町保育士
問合せ　豊山保育園　☎28・2888
　　　　冨士保育園　☎28・3459
　　　　青山保育園　☎28・3562

●身体障がい者等相談
と　き　2月18日（火）
　　　　午前10時〜午前11時30分
ところ　総合福祉センター
　　　　しいの木2階　相談室
　　　　☎39・0776（電話相談可）
相談員　身体障害者相談員
問合せ　福祉課福祉･少子係　☎28・0912

●母子家庭自立支援・就業相談
と　き　2月10日(月)
　　　　午前10時〜午後3時30分
ところ　役場1階　相談室
相談員　愛知県母子自立支援員
問合せ　福祉課福祉・少子係　☎28・0912

●女性相談
と　き　2月20日（木）
　　　　午前10時〜午後3時30分
ところ　役場1階　相談室
相談員　愛知県女性相談員
問合せ　福祉課福祉・少子係　☎28・0912

●家庭児童相談
と　き　2月21日（金）
　　　　午前10時〜午後3時
ところ　保健センター2階　研修室
相談員　愛知県家庭相談員
問合せ　保健センター　☎28・3150

(※)

●教育相談
と　き　月曜日〜金曜日(祝日除く)
　　　　午前9時〜午後4時

　　　　 ☎0120・28・7867
ところ　新栄学習等供用施設
相談員　豊山町教育相談員
問合せ　学校教育課学校教育係 
　　　　☎28・2211

ナヤムナ

●心配ごと相談
と　き　2月4日・18日（火）
　　　　午後1時30分〜午後3時
ところ　総合福祉センター
　　　　しいの木2階　相談室
相談員　民生児童委員
問合せ　社会福祉協議会　☎29・0002

家
庭
教
育
講
演
会
を

　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

2/28

尾
張
・
名
古
屋
の
古
書
を

　
　
　

��

展
示
し
て
い
ま
す

3/30まで

◎北名古屋市・清須市の各相談もご利用でき
　ます。詳しくはお問合せください。

　
平
成
二
十
六
年
度
の
入
会
を
受
け
付
け
ま

す
Ί
利
用
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
の
方
は
Ὶ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
Ί
現
在
Ὶ
入
会
し
て

い
る
児
童
の
保
護
者
の
方
も
改
め
て
申
し
込

み
が
必
要
で
す
Ί
　

︻
入
会
説
明
会
︼

●
豊
山
な
か
よ
し
会　

二
月
五
日
 
水
 
午

後
四
時
Ό
　
福
祉
セ
ン
タ
ῴ
し
い
の
木
　
児

童
セ
ン
タ
ῴ

●
新
栄
な
か
よ
し
会
　
二
月
四
日
 
火
 
午

後
四
時
Ό
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ῴ
北
館
さ
ざ

ん
か
　
多
目
的
休
養
室

●
志
水
な
か
よ
し
会
　
二
月
六
日
 
木
 
午

後
四
時
Ό
　
志
水
小
学
校
会
議
室

▼
対
象
児
童
　
小
学
校
一
年
生
か
ら
三
年
生

の
う
ち
Ὶ
保
護
者
が
働
い
て
い
た
り
Ὶ
家
族

の
病
気
や
看
護
な
ど
で
下
校
後
Ὶ
家
庭
で
親

な
ど
の
保
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
児

童
▼
開
所
時
間
　
午
後
一
時
三
十
分
Ό
六
時

三
十
分
 
月
曜
日
Ό
金
曜
日
 
Ὶ
午
前
八
時

Ό
午
後
六
時
三
十
分
 
土
曜
日
 
土
曜
日
は
Ὶ

志
水
な
か
よ
し
会
ク
ラ
ブ
棟
 
志
水
小
学
校

敷
地
内
 
で
集
中
指
導
を
行
い
ま
す
▼
利
用

料
　
月
額
三
千
円
 
例
外
あ
り
 
▼
申
込
方

法
　
二
月
七
日 
金
 Ό
二
月
十
四
日 
金
 の

間
で
Ὶ
各
な
か
よ
し
会
と
役
場
福
祉
課
福
祉
・

少
子
係
で
申
込
書
の
配
布
と
受
付
け
を
行
い

ま
す
▼
問
合
せ
　
福
祉
課
福
祉
・
少
子
係
　

Ԡ
28
・
０
９
１
２

平
成
二
十
六
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
室

　
　
　
な
か
よ
し
会
入
会
を
受
け
付
け
ま
す



　
県
で
は
、
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
事

業
の
財
源
と
し
て
、
平
成
二
十
一
年
度

か
ら
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
、
あ
い
ち

森
と
緑
づ
く
り
税
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
県
内
の
森
と
緑
の
状
況
や

事
業
に
対
す
る
意
見
、
要
望
な
ど
を
踏

ま
え
、
平
成
三
十
年
度
ま
で
の
五
年
間

に
つ
い
て
、
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
税

を
延
長
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
納
税
義
務
者
の
方
に
は
こ
れ
ま
で
ど

お
り
、
個
人
県
民
税
は
均
等
割
に
年
額

五
百
円
を
、
法
人
県
民
税
は
均
等
割
の

五
％
を
、
そ
れ
ぞ
れ
加
算
し
て
ご
負
担

い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
愛
知
県
名
古
屋
北
部
県
税

事
務
所
　
☎
０
５
２
・
５
３
１
・
６
３

０
４

　
マ
ラ
ソ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

ナ
ゴ

ヤ
・
愛
知
二
〇
一
四
を
三
月
七
日
︵
金
︶

か
ら
九
日
︵
日
︶
ま
で
開
催
し
ま
す
。

　
名
古
屋
ウ
ィ
メ
ン
ズ
マ
ラ
ソ
ン
な
ど

の
競
技
が
行
わ
れ
る
三
月
九
日
︵
日
︶

は
、
コ
ー
ス
及
び
そ
の
周
辺
道
路
で
交

通
規
制
が
実
施
さ
れ
る
た
め
、
交
通
渋

滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
よ
り
女
子
車
い
す
マ
ラ

ソ
ン
を
開
催
す
る
こ
と
か
ら
、
規
制
時

間
が
例
年
と
異
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
三
月
九
日︵
日
︶▼
と
こ
ろ

ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
︵
名
古
屋
市
東
区
︶
及

び
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
周
辺
▼
問
合
せ
　

マ
ラ
ソ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
ナ
ゴ
ヤ
・

愛
知
実
行
委
員
会
事
務
局
　
☎
０
５
２
・

９
5
5
・
5
0
6
6
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二
月
は﹁
家
庭
の
日
﹂

　
県
民
運
動
の
強
調
月
間
で
す

国
際
理
解
講
座﹁
五
感
で

　
世
界
旅
行
﹂
を
開
催
し
ま
す

　
県
で
は
、
親
と
子
が
対
話
す
る
機
会

を
つ
く
ろ
う
と
い
う
趣
旨
で
、
毎
月
第

三
日
曜
日
を
家
庭
の
日
に
定
め
﹁
親
と

子
の
　
対
話
が
つ
く
る
　
よ
い
家
庭
﹂

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
県
民
運
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
二
月
は
そ
の
強
調
月
間
で

す
。

　
親
子
の
会
話
を
増
や
す
た
め
に
、
﹁
朝

の
挨
拶
を
す
る
﹂
﹁
一
緒
に
食
事
を
と

る
曜
日
を
決
め
る
﹂
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
で
工
夫
し
て
、
明
る
く
対
話
の

あ
る
家
庭
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
　
愛
知
県
県
民
生
活
部
社
会

活
動
推
進
課
　
☎
０
５
２
・
９
5
4
・

6
1
7
5
　
　
０
５
２
・
９
7
1
・

8
7
3
6

　
世
界
の
国
々
の
多
様
な
文
化
を
五
感

を
使
っ
て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
く
体
感
で
き
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
三
月
八
日
︵
土
︶
第
一
部
：

午
後
一
時
〜
午
後
三
時
　
第
二
部
：
午

後
三
時
二
十
分
〜
午
後
五
時
二
十
分
▼

と
こ
ろ
　
あ
い
ち
国
際
プ
ラ
ザ
二
階
ア

イ
リ
ス
ル
ー
ム
︵
名
古
屋
市
中
区
︶
▼

内
　
容
　
第
一
部
は
ト
ル
コ
の
伝
統
芸

能
の
影
絵
芝
居
や
、
水
中
に
イ
ン
ク
を

落
と
し
て
模
様
を
つ
く
る
エ
ブ
ル
の
体

験
で
す
。
第
二
部
は
民
族
衣
装
の
試
着

を
し
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
現
地

の
人
と
話
す
な
ど
、
中
東
を
身
近
に
体

感
で
き
る
講
座
で
す
▼
入
場
料　

一
部
・

二
部
そ
れ
ぞ
れ
五
百
円
︵
就
学
前
児
童

は
無
料
︶
▼
定
　
員
　
三
十
名
︵
先
着

順
︶
▼
申
込
方
法
　
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
①
参
加
講
座
︵
一
部
ま
た

は
二
部
︶
、
②
名
前
、
③
学
年
︵
学
生

の
み
︶
、
④
電
話
番
号
、
⑤
Ｅ
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
記
入

の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
▼
問
合

せ
　
愛
知
県
国
際
交
流
協
会
交
流
共
生

課
　
☎
０
５
２
・
9
6
1
・
8
7
4
6

　
０
５
２
・
9
6
1
・
8
0
4
5
　
Ｅ

メ
ー
ル
　ko

ryu
@

a
ia

.p
re

f.a
ic

h
i.jp

国や県などの情

報をまとめてお

知らせします。

　
公
的
機
関
等
を
装
い
、
高
齢
者
に
次
々

と
電
話
を
か
け
て
信
用
さ
せ
る
﹁
劇
場

型
勧
誘
﹂
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
絶

対
に
手
渡
し
や
郵
送
で
お
金
を
渡
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
　
中
央
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
　

消
費
生
活
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
　
☎
０

５
２
・
９
６
２
・
０
９
９
９

﹁
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
税
﹂を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
延
長
し
ま
す
　

怪
し
い
儲
け
話
に

　
　
注
意
し
て
く
だ
さ
い

マ
ラ
ソ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
ナ
ゴ
ヤ
・
愛
知
二
〇
一
四
で

　
　
交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す

　不動産に関する取引や悩みごとに
ついての相談を実施します。小さな
ことでもお気軽にご相談ください。
　と　き　2月20日（木）　午後1時〜
午後4時　ところ　北名古屋市社会福
祉協議会本所１階相談室　問合せ　
公益社団法人愛知県宅地建物取引業
協会西尾張支部　☎0586・81・3344
　0586・81・3354

▼

▼

▼

平成27年4月1日現在、日
本国籍を有する22歳以上
26歳未満の方。（大学院の
修士課程を修了した方（平
成27年3月学位取得見込み
を含む）にあっては28歳
未満の方。）

大 学 卒：214，900円　
大学院卒：232，000円

平成26年5月10日（土）・
11日（日）
11日は飛行要員希望者のみ

採用種目 自衛隊幹部候補生 自衛隊幹部候補生（歯科・薬剤科）

自衛官採用案内

3/9

3/8

不動産無料相談

応募資格

初 任 給

第 １ 次
試験期日

受付期間

採用時期

歯科：平成27年4月1日現在、日本国籍を有す
る20歳以上30歳未満の方で、学校教育
法に基づく大学において正規の歯学
の課程を修めて卒業した方。（平成27
年3月卒業見込みの方を含む）

薬剤科：平成27年４月１日現在、日本国籍を
有する20歳以上26歳未満の方で、学校
教育法に基づく大学において正規の薬
学の課程を修めて卒業した方。（平成
27年３月卒業見込みの方を含む）
大学院において、薬学修士の学位を受
けた方は28歳未満の方。

大 学 卒：232，000円

平成26年5月10日（土）

2月1日（土）〜4月25日（金）

平成27年３月下旬〜平成27年４月上旬

自衛隊愛知地方協力本部 小牧地域事務所 ☎0568・73・2190
または自衛官募集相談員　豊山町在住　熊沢直紀 ☎0568・
28・0098

申 込 み
問 合 せ



　
平
成
二
十
五
年
は
、
全
国
的
に
風
し

ん
が
流
行
し
ま
し
た
。

　
県
に
お
い
て
も
、
平
成
二
十
五
年
は

平
成
二
十
四
年
を
大
き
く
上
回
る
患
者

数
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
妊
娠
初
期
の
女
性
が
風
し
ん
に
感
染

す
る
と
、
胎
児
に
感
染
し
て
先
天
性
風

し
ん
症
候
群
と
呼
ば
れ
る
目
や
耳
や
心

臓
に
障
が
い
の
あ
る
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
先
天
性
風
し

ん
症
候
群
の
発
症
や
風
し
ん
の
流
行
を

抑
え
る
た
め
に
、
市
町
村
が
行
う
大
人

に
対
す
る
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接

種
費
用
の
一
部
を
平
成
二
十
六
年
三
月

ま
で
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
接
種
を
希
望
す
る
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
　
愛
知
県
健
康
福
祉
部
健
康

対
策
課
　
☎
０
５
２
・
9
5
4
・

6
6
2
6
︵
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
︶
　
　
０

５
２
・
9
5
4
・
6
9
1
7

　
愛
知
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
︵
愛
知
県

看
護
協
会
運
営
︶
で
は
、
再
就
業
を
考

え
て
い
る
看
護
職
の
方
や
就
業
中
の
看

護
職
の
方
が
抱
え
て
い
る
悩
み
や
心
配

ご
と
に
つ
い
て
、
看
護
の
現
場
経
験
の

豊
富
な
相
談
員
が
御
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
・
御
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
　
愛
知
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
２
・
8
7
1
・
0
6
0
0
　
　

０
５
２
・
8
8
3
・
3
6
8
6

　
小
さ
な
お
子
様
か
ら
大
人
の
方
ま
で

楽
し
め
る
体
験
型
企
画
な
ど
を
学
生
と

地
域
が
一
緒
に
な
り
作
り
上
げ
ま
す
。

是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
二
月
十
六
日︵
日
︶　
午
前

十
時
〜
午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
　
愛
・
地

球
博
記
念
公
園
︵
モ
リ
コ
ロ
パ
ー
ク
︶

内
体
育
館
、
地
球
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

の
一
部
︵
長
久
手
市
︶
▼
内
　
容
　
ク

ラ
フ
ト
工
作
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ブ
ー
ス
の
出
店
、
特
産
米
粉
を
使
用
し

た
手
作
り
パ
ン
販
売
な
ど
の
飲
食
ブ
ー

ス
の
出
店
、
地
域
で
活
躍
す
る
人
々
を

紹
介
す
る
ス
テ
ー
ジ
企
画
な
ど
▼
入
場

料
　
無
料
▼
問
合
せ
　
愛
知
県
地
域
振

興
部
地
域
政
策
課
　
☎
０
５
２
・
9
5

4
・
6
0
9
5
︵
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
︶
　

　
０
５
２
・
9
5
4
・
6
9
0
6
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学
生
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
祭
典

　﹁
リ
ニ
モ
沿
線
合
同
大
学
祭
﹂を
開
催
し
ま
す

愛
知
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
は
、看
護
職
の
方
の

　
　
　
　
　
　
　
就
業
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す

大
人
に
対
す
る
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の

　
　
　
接
種
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す

　
県
で
は
、
消
費
者
を
取
り
巻
く
様
々

な
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
消
費
生
活

モ
ニ
タ
ー
と
し
て
消
費
者
行
政
の
推
進
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

︻
モ
ニ
タ
ー
の
主
な
仕
事
︼

①
日
常
生
活
の
中
で
危
険
と
思
わ
れ
る

商
品
、
不
当
な
表
示
、
悪
質
商
法
、
生

活
必
需
品
の
価
格
動
向
な
ど
の
観
察
・

通
報

②
消
費
生
活
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
へ

の
回
答
︵
年
一
回
程
度
︶

③
生
活
必
需
品
な
ど
の
需
給
・
価
格
調

査
︵
県
が
特
に
必
要
と
し
た
場
合
︶

④
消
費
者
行
政
に
関
す
る
意
見･

要
望

の
提
出

⑤
地
域･

周
囲
な
ど
へ
の
消
費
生
活
に

関
す
る
情
報
の
提
供

⑥
研
修
会
︵
年
一
回
の
予
定
︶
へ
の
出

席
︵
交
通
費
は
自
己
負
担
︶

▼
応
募
資
格
　
県
内
に
お
住
ま
い
の
満

二
十
歳
以
上
の
方
︵
公
務
員
、
公
職
選

挙
法
に
よ
る
公
職
者
は
除
く
︶
▼
任
　

期
　
県
が
依
頼
し
た
日
か
ら
平
成
二
十

七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
▼
謝
　
礼
　

年
額
三
千
五
百
円
以
内︵
予
定
︶▼
募
集

期
間
　
一
月
十
六
日︵
木
︶〜
二
月
十
九

日︵
水
︶︵
消
印
有
効
︶▼
応
募
方
法
　
市

区
町
村
役
場
、
各
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
で

配
布
す
る
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
応
募
用
紙
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
ま
す
▼
申
込
み
・
問
合
せ

愛
知
県
県
民
生
活
課
　
☎
０
５
２
・

9
5
4
・
6
1
6
3
　
　
０
５
２
・

9
7
2
・
6
0
0
1

愛
知
県
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　
　
募
集
し
ま
す

　ご好評をいただいていますイ
ベント広場での商工会主催の「と
よやま朝市」の今月の開催日を
お知らせします。ぜひお出かけ
ください。
　と　き　2月9日（日）　午前9時
〜正午頃（小雨決行）　問合せ　
豊山町商工会　☎28・3800　　
29・1183

「とよやま朝市」情報「とよやま朝市」情報

▼

▼

2/9

名古屋空港だより

と　き：2月14日（金）　
　　　　午前10時30分〜
出　演：名古屋芸術大学
　　　“grace�trio”　
予定曲：Time　To　Say�Goodbye,�
　　　　To�Love�You�More�他

★Heart-full�smile�ミニライブ�

と　き：2月8日（土）〜�2月10日（月）

出　展：豊山町文化クラブ「小品盆栽（季風会）」

★Heart-full�smile�ミニギャラリー「盆栽展」★

と　き：�2月14日（金）〜2月28日（金）

時　間：午前6時30分�〜�午後6時15分

商　品：桜くずきり餅・生チョコ大福　など

＊在庫状況により期間前に終了することがあります。

★県営名古屋空港9周年記念「春フェア」★

○イベント参加は全て無料・会場はターミナルビル1階です。

○お車でお越しの方は一般駐車場（100円／時間）をご利用下さい。　

　問合せ：名古屋空港ビルディングֲ　☎28・5633▼

「St.Valentine’s�day�演奏会」★

　今月、県営名古屋空港は開港9周年を

迎えます。これからも皆さまに親しま

れる空港を目指し、ライブ・ギャラリー・

物産展など様々なイベントを開催して

参ります。 なごぴょん

（最終日のみ午後2時まで）

2/16
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学  素  人

　体操教室に参加し、子どもの成長を実
感された親子。年越しに向け、そばうち
に挑戦された女性。
　今月は生涯学習講座の「幼児体操教室」
と「そば打ち道場」に参加された方の声
を紹介します。

﹁
ど
ろ
ん
こ
教
室
﹂に
参
加
し
て

山
本
北
斗
く　

ん

こ
の
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
問
合
せ

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
　
☎
28
・
0
3
9
6

幼
児
体
操
教
室
に
参
加
し
て

武
井
優
季
江
　
　
大
和

さ　
ん

く　
ん

そ
ば
打
ち
道
場
に
参
加
し
て

中
村
有
美
さ　
ん

　
生
き
が
い
タ

ウ
ン
を
読
ん
だ

ら
、
平
均
台
や

マ
ッ
ト
運
動
、

跳
び
箱
、
ボ
ー

ル
遊
び
等
、
家

庭
で
は
体
験
さ

せ
て
あ
げ
ら
れ

な
い
け
ど
、
楽

し
そ
う
な
も
の

が
た
く
さ
ん
あ

っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
う
ち
の
息
子
は
、
先
生
の
お
話
が
聞
け
な
か

っ
た
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
せ
ず
に
自
由
行

動
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
な
と
い
う
不
安
が

あ
り
ま
し
た
。

　
通
い
始
め
る
と
、
息
子
の
反
応
は
予
想
通
り

で
し
た
が
、
絶
対
に
イ
ヤ
だ
っ
た
順
番
待
ち
が

少
し
は
我
慢
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
始
ま
っ
た
五
月
の
頃
に
は
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た

の
に
、
今
で
は
先
生
の
指
示
で
み
ん
な
が
ほ
ぼ

一
列
に
座
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
を
見
る
と
、

成
長
し
た
な
と
感
じ
ま
す
。

　
教
室
が
終
わ
っ
た
ら
、
モ
ッ
プ
で
お
掃
除
し

た
り
、
道
具
を
お
片
付
け
す
る
こ
と
も
学
べ
て
、

家
で
も
遊
び
と
片
づ
け
を
セ
ッ
ト
で
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
お
弁
当
持
参
で
行
け
ば
、
お
友
達
と
飲
食
ス

ペ
ー
ス
で
食
べ
て
、
幼
児
遊
戯
室
で
遊
び
、
図

書
室
で
本
を
借
り
ら
れ
、
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

を
満
喫
で
き
ま
し
た
。

　
同
じ
年
頃
の
お
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
て
、

他
の
子
の
様
子
を
見
て
自
分
も
挑
戦
し
て
み
た

り
、親
か
ら
離
れ
て
子
供
だ
け
で
会
話
し
た
り
と
、

学
ぶ
こ
と
が
多
い
教
室
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

　
私
は
初
め
て

そ
ば
打
ち
道
場

に
参
加
し
ま
し

た
。
最
初
は
入

江
先
生
の
お
手

本
を
見
て
か
ら

実
践
し
ま
し
た
。

　
そ
ば
粉
と
小

麦
粉
を
ま
ぜ
合

わ
せ
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
そ
の
次
に
卵

と
水
を
溶
い
た
も
の
を
入
れ
な
が
ら
ま
と
め
ま

し
た
が
、
溶
き
水
を
入
れ
る
量
が
難
し
く
、
苦

戦
し
て
い
る
方
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
な
ん
と

か
上
手
く
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
も
み
込
み
、
﹁
へ
そ
出
し
﹂
と
い

う
工
程
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
難
し

く
、
上
手
く
で
き
な
く
て
大
変
で
し
た
。
め
ん

棒
を
使
っ
て
生
地
を
延
ば
し
て
い
き
ま
し
た
が
、

打
ち
粉
が
少
な
か
っ
た
こ
と
と
延
ば
す
時
の
力

が
強
か
っ
た
の
で
、
失
敗
し
て
し
ま
い
、
入
江

先
生
に
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
生
地
を
た
た
み
、
約
二
ミ
リ
の
幅

で
切
っ
て
い
く
の
で
す
が
、
こ
れ
も
ま
た
難
し

く
て
、
だ
ん
だ
ん
太
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

で
も
自
分
が
食
べ
る
も
の
だ
か
ら
と
ひ
ら
き
直

り
、
幅
が
ま
ば
ら
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

よ
う
や
く
切
り
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
家
に
持
っ
て
帰
り
ゆ
が
い
て
み
ま
し
た
。
麺

の
長
さ
が
ず
い
ぶ
ん
短
か
っ
た
の
で
す
が
、
お

い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
レ
シ
ピ
の
紙
が
用

意
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
で
そ

ば
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
思
い

出
し
な
が
ら
ま
た
作
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
て
も
楽
し
い
時
間
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
僕
は
、
今
年
初
め
て
﹁
ど
ろ
ん

こ
教
室
﹂
に
参
加
し
ま
し
た
。
何

を
作
ろ
う
か
い
ろ
い
ろ
考
え
て
、

僕
の
好
き
な
フ
ク
ロ
ウ
と
シ
ー
サ

ー
に
決
め
ま
し
た
。

　
始
め
に
材
料
の
土
を
二
つ
に
分

け
る
作
業
を
し
ま
し
た
。
土
は
重

く
て
硬
く
、
と
て
も
力
が
い
り
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
使
わ
な
い
方
の

土
は
乾
か
な
い
よ
う
に
水
で
ぬ
ら
し
た
布

を
ま
き
つ
け
ま
し
た
。

　
先
に
、
シ
ー
サ
ー
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

シ
ー
サ
ー
は
顔
の
表
情
を
出
し
た
か
っ
た

の
で
、
顔
を
一
生
懸
命
作
っ
た
ら
、
大
き
く

な
り
す
ぎ
て
体
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、
何
と
か
立
た

せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

　
シ
ー
サ
ー
を
作
っ
て
い
る
と
き
、
と
よ

や
ま
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
さ
れ
て
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
シ

ー
サ
ー
に
時
間
が
か
か
っ
て
、
フ
ク
ロ
ウ

は
細
か
く
作
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
な
ん

と
か
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
ホ
ッ

と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
町
の
陶
芸
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ

ん
が
作
品
を
焼
い
て
く
れ
た
の
で
、
家
で

色
ぬ
り
を
し
ま
し
た
。

　
シ
ー
サ
ー
は
、
た
く
さ
ん
の
色
を
使
っ

て
自
由
に
ぬ
り
ま
し
た
。
口
の
中
は
狭
く

て
ぬ
る
の
が
難
し
か
っ
た
で
す
。
フ
ク
ロ

ウ
は
羽
の
ふ
わ
ふ
わ
し
た
雰
囲
気
が
出
る

よ
う
に
と
、
特
に
目

を
慎
重
に
ぬ
り
ま
し

た
。

　
文
化
展
で
は
フ
ク

ロ
ウ
が
受
賞
し
て
び

っ
く
り
し
た
け
ど
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。



　
戦
後
、
食
料
が
乏
し
か
っ
た
と

き
は
、
農
家
の
養
鶏
を
子
ど
も
達

が
お
手
伝
い
し
ま
し
た
。

　
卵
か
ら
か
え
っ
た
ば
か
り
の
雛

を
、
鶏
に
な
る
ま
で
面
倒
を
見
て

か
わ
い
が
り
ま
し
た
。
鶏
を
飼
っ

て
い
な
い
家
は
八
百
屋
さ
ん
く
ら

い
の
も
の
で
し
た
。

　
子
ど
も
達
は
、
学
校
か
ら
帰
っ

た
ら
、
貝
殻
を
金
槌
で
細
か
く
砕

く
の
が
仕
事
で
し
た
。
せ
り
や
青

菜
を
田
ん
ぼ
で
採
っ
て
き
て
、
包

丁
で
細
か
く
刻
み
、
飼
料
と
一
緒

に
ま
ぜ
て
鶏
に
食
べ
さ
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
魚
の
ア
ラ
を
近
所
で
も

ら
っ
て
き
て
外
で
大
な
べ
で
、
ぐ

つ
ぐ
つ
と
骨
も
頭
も
砕
け
る
く
ら
い
に
よ
く

煮
ま
す
。
煮
て
い
る
と
ア
ラ
の
臭
い
が
充
満

し
て
鼻
に
つ
く
の
で
嫌
で
し
た
。
よ
く
煮
て

い
な
い
と
砕
け
な
い
の
で
、
そ
の
と
き
は
怒

ら
れ
ま
し
た
。
煮
て
か
ら
え
さ
と
一
緒
に
嵩

を
増
や
し
て
鶏
に
与
え
ま
し
た
。

　
ご
飯
粒
は
一
粒
で
も
ザ
ル
に
取
り
、
水
分

を
切
っ
て
鶏
に
食
べ
さ
せ
ま
す
。
少
し
で
も

捨
て
は
し
ま
せ
ん
。
現
在
で
は
余
っ
た
食
品

は
す
ぐ
に
捨
て
ま
す
が
、
も
っ
た
い
な
い
と

思
い
ま
す
。

　
あ
る
日
、
餌
に
す
る

イ
ナ
ゴ
を
捕
ま
え
る
た

め
友
達
と
誘
い
合
わ
せ

て
、
遠
く
の
田
ん
ぼ
へ

行
っ
た
時
に
、
帰
り
が

遅
く
な
り
、
ひ
ど
く
叱
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
鶏
が
卵
を
一
個
で
も
多
く
生
ん

で
く
れ
る
よ
う
に
願
い
ま
し
た
。

　
家
で
は
、
傷
物
で
売
り
物
に
な
ら
な
い
卵

を
食
べ
ま
す
。
傷
物
で
も
中
身
は
変
わ
ら
な

い
の
で
、
子
ど
も
達
は
喜
ん
で
食
べ
ま
し
た
。

　
卵
は
病
院
の
お
見
合
い
や
手
土
産
に
使
わ

れ
、
喜
ば
れ
ま
し
た
。
新
鮮
で
お
い
し
か
っ

た
と
後
で
お
礼
を
言
っ
て
く
だ
さ
る
と
、
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
が
昨
日
の
よ
う
に

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
鶏
を
家
族
の
一
員
の
よ

う
に
大
切
に
し
た
こ
と
を
懐
か
し
く
感
じ
ま

す
。
　

　
今
は
昔
の
物
語
で
す
。

︵
豊
山
町
文
化
財
研
究
会
の
郷
土
文
集
を
参

考
に
し
ま
し
た
︶
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第
百
六
十
三
話

本
物
を
見
る
こ
と
、
不
思
議
を
思
う
心

養
鶏
の
お
手
伝
い

ｆ
ｒ
ｏ
ｍ　
新
栄
小
学
校

　
十
二
月
二
日︵
月
︶、
劇
団
﹁
た
ん
ぽ
ぽ
﹂
を

お
招
き
し
、
﹁
親
子
観
劇
会
﹂
を
行
い
ま
し
た
。

　
﹁
め
ざ
せ
！
秘
密
の
コ
ッ
パ
島
﹂
と
い
う
演

目
で
し
た
。
誰
も
恐
れ
て
近
づ
か
な
い
島
に
、

主
人
公
は
親
友
と
冒
険
に
行
き
ま
す
。
そ
れ
は
、

昔
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
家
の
蔵
で
会
っ
た
カ
ッ
パ

の
忘
れ
物
を
届
け
に
行
く
た
め
で
も
あ
り
ま
し

た
。
ド
キ
ド
キ
と
感
動
の
秀
逸
な
作
品
に
、
子

ど
も
た
ち
も
大
人
も
満
足
の
一
日
と
な
り
ま
し

た
。
何
よ
り
も
、
生
の
演
劇
に
触
れ
た
こ
と
は

貴
重
な
経
験
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
劇
中
、
祖
父
の
久
一
は
カ
ッ
パ
の
カ
ジ
と
の

再
会
を
待
ち
続
け
、
主
人
公
は
祖
父
の
思
い
を

果
た
し
に
行
き
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ん

は
、
カ
ッ
パ
の
存
在
を
信
じ
ま
す
か
。
カ
ッ
パ

は
カ
ワ
ウ
ソ
の
見
間
違
え
と
言
う
人
も
い
ま
す
。

実
際
、
カ
ッ
パ
伝
説
の
残
る
地
域
は
カ
ワ
ウ
ソ

の
生
息
地
と
か
な
り
重
な
り
ま
す
。
﹁
川
の
岸

の
砂
の
上
に
は
河
童
の
足
跡
と
い
ふ
も
の
を
見

る
⋯
﹂
柳
田
国
男
の
﹁
遠
野
物
語
﹂
の
一
節
で

す
。
日
本
の
文
学
作
品
に
は
、
カ
ッ
パ
が
多
く

登
場
し
ま
す
。
劇
中
に
登
場
す
る
カ
ッ
パ
狛
犬

は
実
在
し
、
岩
手
県
の
常
堅
寺
な
ど
の
い
く
つ

か
の
お
寺
を
守
っ
て
い
ま
す
。
﹁
カ
ッ
パ
が
火

事
を
消
し
た
﹂
と
い
う
言
い
伝
え
も
残
っ
て
い

ま
す
。
い
た
ず
ら
を
す
る
話
も
各
地
に
あ
り
ま

す
。

　
劇
の
ラ
ス
ト
近
く
、
忘
れ
物
を
届
け
て
も
ら

っ
た
カ
ッ
パ
の
カ
ジ
は
﹁
こ
れ
で
海
の
守
り
神

に
な
れ
る
﹂
と
言
い
ま
す
。
と
き
に
い
た
ず
ら

を
し
つ
つ
も
、
私
た
ち
を
守
っ
て
く
れ
る
生
き

物
と
し
て
、
昔
か
ら
カ
ッ
パ
は
私
た
ち
日
本
人

の
﹁
心
の
中
に
ず
っ
と
生
き
て
い
る
﹂
そ
ん
な

ふ
う
に
思
え
る
の
で
す
。
　

　
子
ど
も
た
ち
は
劇
中
の
カ
ッ
パ
を
見
て
何
を

思
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
科
学
的
に
考
え
る
力
も
、

不
思
議
︵
な
も
の
︶
を
思
う
心
も
、
両
方
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
不
思
議
を
思
う
心
は
、
と
き

に
芸
術
を
生
み
ま
す
。
本
物
を
見
た
こ
の
日
の

経
験
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
芸
術
の
扉

を
開
く
こ
と
と
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。



10か月児健診 2月18日(火)
午後0時45分〜午後1時30分受付

平成25年4月〜平成25年5月
の出生者

母子手帳と送付したアンケートをご
持参ください。

広報とよやま平成26年2月号

保健、地域包括支援センター12

内　容 と　き 対　象 備　考

母子手帳交付
(妊婦健康相談)

毎週月曜日
午前8時30分〜正午

妊婦 妊娠届出書をご持参ください。
ご都合の悪い方は事前にご連絡くださ
い。　

保健センター
地域包括支援センター

母
子
保
健

１歳6か月児健診 2月13日(木)
午後0時45分〜午後1時30分受付

平成24年7月〜平成24年8月
の出生者


母子手帳と送付したアンケートをご
持参ください。

3か月児健診 2月25日(火）
午後0時45分〜午後1時30分受付

平成25年10月の出生者 母子手帳と送付したアンケートをご
持参ください。

ニューファミリー
教室

2月5日(水）
受付：9時45分〜午前10時 
午前10時〜午前11時30分　　

「赤ちゃんとの生活、先輩マ
マとの交流会」

初産婦 母子手帳をご持参してください。
事前に保健センターに予約してくださ
い。

2月25日（火）
午後1時〜午後2時
場所：保健センター

平成25年9月出生者 母子手帳・予診票・体温計をご持参く
ださい。

子ども健康相談 2月14日（金）、2月27日（木）
午前9時30分〜午前11時30分

乳幼児と保護者 事前に保健センターに予約してくだ
さい。

赤ちゃん広場 2月5日（水）
午前10時〜午前11時30分

「生活リズムのお話・もうす
ぐママとの交流会」　
場所：保健センター

2月20日（木）
午前10時〜午前11時　

「すくすく歯っぴー」
場所：さざんか

生後4か月から1歳までの乳
児と母親（誕生月まで参加
できます）

事前に保健センターに予約してくだ
さい。

〜低栄養になっていませんか？〜
　いきいきとした生活を送るためには低栄養を予防する

ことが大切です。

　低栄養は老化を加速させる原因となります。また抵抗

力が低下して病気になったり、筋力が弱まって転倒し、

骨折しやすくなります。寝たきりや閉じこもりの原因に

もなります。

　ここでは、低栄養になりやすい生活を紹介します。今

の自分の生活と比べてみてください。

①偏った食生活

　「決まったものしか食べない」「好きなものだけ食べる」

などの食生活は、低栄養の大きな原因になります。また

極端な食事制限も栄養状態を悪化させます。

②メリハリのない生活

　ひとりや夫婦のみで暮らしていると、生活が単調にな

りがちです。積極的に外出する人は、低栄養になりにく

いことが分かっています。積極的に外出してください。

③口のお手入れ不足

　合わなくなった義歯を使っていたり、歯周病やむし歯

を放置していると、食事が摂りづらくなります。定期的

に歯科医で点検してください。

　低栄養は普段の生活から予防することができます。い

きいきとした生活を送るためにも、日々の生活から低栄

養予防に取り組んでください。　

　問合せ　地域包括支援センター　☎28・0932

BCG 

指定医療機関で予約してく
ださい。


指定医療機関
・杉山医院
・N.キッズレディースクリニック
・とよ山内科クリニック
・わかばファミリークリニック
・まき小児科
・いしぐろクリニック
及び北名古屋市、清須市の指定医療機関

ヒブワクチン・小児用肺炎球菌　生
後2か月〜4歳
三種混合・四種混合・不活化ポリオワ
クチン　生後3か月〜7歳6か月未満児
二種混合　小学校6年生
麻疹･風疹混合ワクチン　生後12か
月〜24か月未満児、年長児
日本脳炎（1期）満3歳〜7歳6か月未
満の方　(2期）9歳から13歳未満の方
平成7年4月2日から平成19年4月1日
に生まれた方で未接種の方

▼

個別接種
(ヒブ・小児用肺炎球

菌・三種混合、四種

混合、不活化ポリオ、

二種混合、麻疹･風疹、

日本脳炎)



総合福祉センターひまわりで行います。

総合福祉センターしいの木で行います。
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内　容 と　き 対　象 備　考

成人健康相談 2月26日(水)
午後1時30分〜午後2時30分

保健センターに直接お越しください。住民の方

認知症介護者の
つどい

2月6日(木)
午後１時30分〜午後3時

事前に地域包括支援センターに予約し
てください。

初期の認知症の方を介護し
ているご家族

成
人
保
健

健康ほっとサロン
(老人健康相談)

2月4日（火）
午後１時30分〜午後3時 

60歳以上の方

2月26日（水）
午後１時30分〜午後3時

老
人
保
健

地域包括支援センター

こころの健康相談 2月19日（水）
午前10時〜正午

住民の方

子宮がん検診
(◎) 


骨粗しょう症検診
(◎) 


2月3日(月）〜2月28日（金）

2月3日(月）〜2月28日（金）

事前に保健センターに予約してくださ
い。

献血 2月17日（月）
午後2時〜午後4時

役場1階ロビーで行います。
16歳から65歳未満の方で献
血時協力いただける健康な方

平成25年4月1日現在、20歳
以上の2月生まれの女性(4月
〜1月生まれの方で未受診の
方も可)※体部検査は医師が
必要と認めた方のみ

平成25年4月1日現在、30歳
以上の2月生まれの女性※4
月〜1月生まれの方で未受診
の方も可

誕生月に保険証・印鑑を持参して指定医
療機関で検診を受けてください。
※30〜40歳の方はＨＰＶ（ヒトパピロー
マウイルス）検査も同時に無料で受ける
ことができます。
【検診料】頚部1,300円　体部800円　
【指定医療機関】小林産婦人科、師勝産
婦人科、N.キッズレディースクリニッ
ク
※Ｎ.キッズレディースクリニックは2
月8日（土）22日（土）の午前10時〜午前

風しん予防接種
 指定医療機関で予約してくだ
さい。

妊娠を予定または希望して
いる女性及びその夫

【指定医療機関】杉山医院・N.キッズレ
ディースクリニック・とよ山内科クリ
ニック・わかばファミリークリニック
及び北名古屋市、清須市の指定医療機
関

誕生月に保険証・印鑑を持参して指定
医療機関で検診を受けてください（予
約不要）。　　　　　　　　　　　　
【検診料】400円
【指定医療機関】Ｎ．キッズレディース
クリニック

ト
ピ
ッ
ク
ス

不
妊
検
査
や
不
妊
治
療
費
の

　
　
　
　
　
一
部
を
補
助
し
ま
す

　
町
で
は
不
妊
検
査
や
不
妊
治
療

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者
　
①
法
律
上
の
夫
婦
で

あ
っ
て
、
と
も
に
豊
山
町
に
住
所

を
有
す
る
こ
と
②
夫
婦
の
前
年
の

所
得
の
合
計
が
七
百
三
十
万
円
未

満
で
あ
る
こ
と
③
医
療
保
険
の
被

保
険
者
も
し
く
は
組
合
員
ま
た
は

被
扶
養
者
④
生
活
保
護
世
帯
で
な

い
こ
と
▼
補
助
対
象
　
①
不
妊
検

査
②
一
般
不
妊
治
療
︵
体
外
受
精

お
よ
び
顕
微
受
精
の
特
定
不
妊
治

療
は
除
く
︶
▼
補
助
額
　
一
般
不

妊
治
療
に
要
し
た
自
己
負
担
額
の

二
分
の
一
︵
千
円
未
満
切
捨
て
︶

※
一
組
の
夫
婦
に
対
し
て
年
度
ご

と
に
上
限
五
万
円
。
通
算
し
て
二

年
間
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
︵
医
師
の
判
断
に
よ
る
治

療
中
止
期
間
は
除
き
ま
す
︶
▼
申

請
方
法
　
平
成
二
十
五
年
三
月
か

ら
平
成
二
十
六
年
二
月
ま
で
の
治

療
費
に
つ
い
て
、
三
月
三
十
一
日

︵
月
︶
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
に
は

申
請
す
る
治
療
に
係
る
領
収
書
の

他
、
所
定
の
書
類
が
必
要
で
す
。

事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に
書
類
を

と
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
病
気
や
け
が
な
ど
で
輸
血
を
必

要
と
し
て
い
る
患
者
さ
ん
の
命
を

救
う
た
め
、
献
血
を
行
い
ま
す
。

▼
と
　
き
　
二
月
十
七
日
︵
月
︶

午
後
二
時
〜
午
後
四
時
▼
と
こ
ろ

役
場
一
階
　
ロ
ビ
ー
▼
対
　
象
　

十
六
歳
以
上
、
六
十
五
歳
未
満
の

健
康
な
方

▼
問
合
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎

28
・
3
1
5
0

（◎）個別がん検診　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※対象年齢は平成25年4月1日現在の年齢です。　
※70歳以上の方、町障害医療受給者、住民税非課税の方は検診料が無料です。事前に保健センターに来所してください。
  

献
血
の
ご
案
内
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町
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
　
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

みんなの広場

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
大
会
結
果

　
豊
山
町
文
化
財
研
究
会
で
は
、
と
よ
山
弁

お
も
し
ろ
カ
ル
タ
の
読
み
札
四
十
五
句
、
わ

ら
べ
歌
二
十
曲
の
ほ
か
、
方
言
や
会
話
な
ど

合
計
七
十
四
項
目
を
収
録
し
た
Ｃ
Ｄ
を
販
売

し
て
い
ま
す
。

　
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
﹁
と
よ
山
弁
お

も
し
ろ
カ
ル
タ
﹂
も
増
刷
し
て
販
売
し
て
い

ま
す
。

▼
価
　
格
　
Ｃ
Ｄ
一
枚
　
五
百
円
・
カ
ル
タ

一
組
　
二
千
円
▼
販
売
場
所
　
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
事
務
室
▼
問
合
せ
　
町
文
化
財
研
究

会
　
岡
本
　
☎
28
・
０
１
２
３

﹁
と
よ
山
の
こ
と
ば
〜
お
も
し
ろ
カ
ル
タ
＆

　
わ
ら
べ
歌
集
〜
﹂Ｃ
Ｄ
を
販
売
し
て
い
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
新
春
交
流
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

　
十
二
月
十
五
日︵
日
︶、
体
育
協
会
主
催
に

よ
る
第
二
十
四
回
町
民
チ
ュ
ッ
ク
ボ
ー
ル
大

会
が
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
七
チ
ー
ム
︵
八
十
三
人
︶
が
参
加
し
、

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
Ａ
級
の
部
　
優
勝
　
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｂ
Ａ
‐
Ｘ

・
準
優
勝
　
Ａ
▼
Ｂ
級
の
部
　
優
勝
　
Ｇ
Ｈ

Ｑ
・
準
優
勝
　
ゴ
ブ
リ
ン
ズ
▼
Ｃ
級
の
部
　

優
勝
　
桐
・
準
優
勝
　
ダ
イ
エ
ッ
ト
▼
問
合

せ
　
豊
山
チ
ュ
ッ
ク
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
　
窪
田

行
康
　
☎
０
９
０
・
２
３
４
０
・
０
２
０
２

　

　
体
育
協
会
主
催
に
よ
る
第
二
十
七
回
町
民

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
三
月
六
日
︵
木
︶
午
後
七
時
三

十
分
〜
︵
受
付
は
午
後
七
時
〜
︶
▼
と
こ
ろ 

小
牧
国
際
ボ
ウ
ル
▼
対
　
象
　
町
内
に
在
住

・
在
勤
の
方
︵
中
学
生
以
上
︶
▼
参
加
費 

千
五
百
円(

貸
靴
代
無
料)

▼
表
　
彰 

一
位
〜

五
位
、
飛
び
賞
あ
り
、
Ｈ
Ｄ
Ｃ
Ｐ
制
▼
締
切

り
　
二
月
二
十
日
︵
木
︶
▼
申
込
み
・
問
合

せ
　
町
体
育
協
会
　
☎
28
・
２
２
１
２
　
ボ

ウ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
長
　
伊
藤
博
　
☎
28
・
０

２
０
５   

ボ
ウ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
顧
問
　
増
田

昌
司
　
☎
28
・
０
３
３
３

　
十
二
月
一
日︵
日
︶、体
育
協
会
主
催
に
よ

る
第
三
十
四
回
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
優
　
勝
　
志
水
ク
ラ
ブ
▼
準
優
勝
　
伊
勢

山
チ
ー
ム
▼
第
三
位
　
中
之
町
・
新
田
合
同

チ
ー
ム
▼
問
合
せ
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
　

安
藤
孝
子
　
☎
28
・
4
2
1
3

3/6

12/1

2/28

第
二
十
四
回
町
民

　
チ
ュ
ッ
ク
ボ
ー
ル
大
会
結
果

12/15

と　き　2月15日(土)

　　　　午後1時30分〜

ところ　社会教育センター

　　　幼児遊戯室

対　象　小学校低学年、幼児　

問合せ　社会教育センター　

　　　　図書室　☎28・5449

　
資
料
の
整
理
の
た
め
、
二
月
二
十

八
日
︵
金
︶
は
、
図
書
室
を
お
休
み

し
ま
す
。

　
三
月
一
日
︵
土
︶
か
ら
は
平
常
ど

お
り
利
用
で
き
ま
す
。
　
　

▼
問
合
せ
　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
図

書
室
　
☎
28
・
５
４
４
９

ゆめっ子のおはなし会

図
書
室
休
館
の

　
　
　
お
知
ら
せ

1/12
　
一
月
十
二
日

︵
日
︶
、
豊
山
町

ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
主
催
に
よ
る

新
春
交
流
会
が

社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
多
く
の
団
員
・

指
導
者
が
参
加

し
、
縄
跳
び
や

障
害
物
走
な
ど

を
通
じ
て
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　
交
流
会
の
終

了
後
、
お
に
ぎ

り
、
豚
汁
を
お

い
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務
局
　
☎

28
・
０
３
９
６
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社会教育センター図書室 ☎28-5449

青
山
克
己
 

選

豊
山
俳
句
ク
ラ
ブ

水
野
笑
子
 

選

豊
山
歌
壇

編
集
後
記

編
集
後
記

竹
下
さ
く
ら 

著

︵
廣
済
堂
出
版)

　
﹁
家
を
買
う
前
﹂
に
か
か
る
お
金

は
い
く
ら
？
得
す
る
住
宅
ロ
ー
ン
の

種
類
は
？
住
宅
ロ
ー
ン
の
知
識
や
身

の
丈
に
あ
っ
た
﹁
物
件
価
格
﹂
の
見

極
め
方
、
無
理
の
な
い
資
金
計
画
の

立
て
方
な
ど
を
紹
介
。
借
入
可
能
額

・
毎
月
返
済
額
一
覧
も
掲
載
。

爛

瀬
戸
内
寂
聴 

著
(

新
潮
社)

　
八
十
三
歳
に
な
る
人
形
作
家
・
上

原
眸
の
元
に
、
友
人
の
茜
が
死
亡
し

た
と
の
報
せ
が
届
く
。
折
に
ふ
れ
茜

の
い
ま
夢
中
に
な
っ
て
い
る
情
事
に

つ
い
て
聞
か
さ
れ
て
き
た
眸
は
、
四

十
年
に
及
ぶ
二
人
の
つ
き
あ
い
に
思

い
を
馳
せ
⋯
。﹃
新
潮
﹄
掲
載
を
単
行

本
化
。

ペ
テ
ロ
の
葬
列

宮
部
み
ゆ
き 

著

(

集
英
社)

　
拳
銃
を
持
っ
た
老
人
に
よ
る
バ
ス

ジ
ャ
ッ
ク
に
遭
遇
し
た
杉
村
。
あ
っ

け
な
く
解
決
し
た
か
に
見
え
た
事
件

の
動
機
の
裏
側
に
は
、
深
い
闇
が
隠

さ
れ
て
い
た
⋯
。﹁
誰
か
﹂﹁
名
も
な
き

毒
﹂に
続
く
杉
村
三
郎
シ
リ
ー
ズ
第
三

弾
。﹃
千
葉
日
報
﹄
ほ
か
掲
載
を
加
筆

修
正
。

田
村
多
喜
子

空
白
の
多
き
日
記
や
時
雨
け
り高

木
須
磨
子

杭
を
打
つ
冬
野
は
い
ま
も
荒
れ
し
ま
ま

坪

井

昭

子

形
良
き
柚
子
の
一
つ
を
輪
切
り
せ
り

安

藤

　

�

老
体
に
脚
立
危
う
き
す
す
払
ひ岡

島

　

齋

鬼
ご
っ
こ
目
隠
し
と
っ
た
ら
冬
が
ゐ
た

杉
浦
み
ど
り

小
春
日
や
平
凡
な
る
を
良
し
と
せ
り

山

田

　

米

積
乱
雲
夏
の
輝
き
美
し
と

仰
ぎ
し
頃
は
わ
が
身
も
壮
年

渡
辺
ト
ヨ
子

七
十
年
一
生
懸
命
生
き
て
来
て

惜
し
む
も
の
な
し
い
や
命
か
な中

澤

芳

子

二
回
目
な
る
名
古
屋
に
催
す
芸
術
祭
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
説
明
嬉
し

村

上

一

枝

雨
水
さ
へ
汚
染
さ
れ
ゐ
て
溢
る
る
も

止
め
る
術
な
く
不
安
は
深
し

林

　

た

よ

甘
味
料
は
体
重
増
し
て
食
欲
増
し

イ
ン
ス
リ
ン
へ
の
悪
影
響
あ
り落

合
さ
な
え

親
切
な
人
ら
に
出
会
ふ
東
京
に

オ
モ
テ
ナ
シ
の
五
字
ふ
と
浮
か
び
く
る

荒

川

昌

枝

目
の
前
に
広
が
る
雲
海
の
雄
大
さ

足
踏
み
出
し
た
き
衝
動
湧
き
ぬ安

藤

定

岳

こ
の
地
に
て
武
田
・
上
杉
戦
ひ
し

詩
吟
に
て
説
明
す
売
店
の
主
は一

柳
千
鶴
子

釘
ひ
と
つ
用
ひ
ず
造
る
と
言
ひ
し
人
の

自
慢
の
木
造
門
扉
も
色
褪
す

井
上
と
よ
ほ

幼
日
の
あ
や
取
り
、折
り
紙
懐
か
し
き

想
ひ
出
し
つ
つ
手
遊
び
に
耽
る 小

塚

美

枝

大
老
樹
村
中
黄
葉
照
り
に
け
り石

黒
貴
代
子

旅
に
で
て
私
ふ
わ
り
と
無
重
力

杉

本

衿

子

来
し
方
の
全
て
を
包
む
雪
景
色

坪

井

径

子

冬
耕
の
土
に
黒
々
大
轍

村
上
ゆ
り
子

三
門
を
秋
雨
し
た
た
か
う
ち
に
け
り

青

山

克

己

鵙
が
ゐ
る
空
ど
こ
ま
で
も
が
ら
ん
だ
う

も
う
十
年
前
に
な
る
が
、ブ
ラ
ジ
ル

音
楽
の
ボ
サ
ノ
ヴ
ァ
の
神
様
と
い

わ
れ
る
ジ
ョ
ア
ン
・
ジ
ル
ベ
ル
ト
の

来
日
コ
ン
サ
ー
ト
に
行
っ
た
。彼
の

歌
と
ギ
タ
ー
が
紡
ぎ
だ
す
世
界
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
灼
熱
の
太
陽
と
い
う

よ
り
も
、哀
愁
と
陰
翳
に
満
ち
た
も

の
だ
っ
た
。私
た
ち
の
心
に
響
く
も

の
が
あ
る
の
か
、日
本
で
は
本
場
ブ

ラ
ジ
ル
よ
り
も
、ボ
サ
ノ
ヴ
ァ
の
フ

ァ
ン
が
多
い
ら
し
い
。﹁
イ
パ
ネ
マ

の
娘
﹂
や
﹁
ウ
ェ
ー
ブ
﹂
な
ど
、
誰
し

も
一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る

は
ず
▼
日
本
に
住
ん
で
い
る
在
留

外
国
人
は
、
約
二
百
三
十
万
人
︵
平

成
二
十
五
年
六
月
現
在
　
法
務
省

調
べ
︶。最
も
多
い
国
は
中
国
。次
に

韓
国
・
朝
鮮
、フ
ィ
リ
ピ
ン
と
続
き
、

四
番
目
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
十
九
万
人

だ
。都
道
府
県
別
に
見
る
と
愛
知
県

が
最
多
で
、
約
五
万
人
。
日
本
に
在

留
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
四
人
に
一

人
は
愛
知
県
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
計

算
に
な
る
▼
身
近
と
も
い
え
る
ブ

ラ
ジ
ル
。
し
か
し
、
国
の
姿
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
。た
と
え
ば
言

葉
。中
南
米
に
あ
る
の
で
ス
ペ
イ
ン

語
だ
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、実
は
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
で
あ
る
。か
つ
て
ポ
ル

ト
ガ
ル
の
植
民
地
だ
っ
た
か
ら
だ
。

そ
の
後
独
立
し
た
け
れ
ど
も
、軍
事

政
権
に
支
配
さ
れ
て
い
た
時
代
も

あ
っ
た
。最
近
は
経
済
躍
進
が
著
し

く
、今
年
は
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
も
開
か
れ
る
。リ
オ
の
カ
ー

ニ
バ
ル
は
世
界
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

と
い
わ
れ
、
華
や
か
だ
。
そ
の
一
方

で
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
麻
薬
や
銃
に
よ

る
犯
罪
や
、格
差
の
問
題
も
横
た
わ

る
▼
光
と
闇
が
強
烈
に
交
差
す
る

国
、
ブ
ラ
ジ
ル
。
今
月
号
に
参
加
者

募
集
記
事
を
掲
載
し
た
多
文
化
共

生
交
流
会
の
テ
ー
マ
だ
。そ
の
魅
力

と
深
み
を
、素
敵
な
音
楽
と
一
緒
に
、

体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
。多
数
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
る
。Ate

 
b
reve,O

b
rig

a
d
o

!

︵
ま
た
会
い
ま
し

ょ
う
、あ
り
が
と
う
！
︶

ジ
ョ
ン
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス  

著

︵
あ
す
な
ろ
書
房
︶

　
強
大
す
ぎ
る
パ
ワ
ー
ゆ
え
、
封
印
さ
れ
て

い
た
三
冊
の﹁
最
古
の
魔
術
書
﹂。古
の
予
言
通

り
、
一
冊
目
の
魔
術
書
は
ウ
イ
バ
ー
リ
ー
家

の
長
女
の
手
に
。
二
冊
目
の
魔
術
書﹁
フ
ァ
イ

ア
ー
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
﹂
は
⋯
。
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
る
冒
険
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。

児

童

書

新

刊

広報とよやま平成26年2月号

フ
ァ
イ
ア
ー
・
ク
ロ
ニ
ク
ル

地
図
で
読
む
世
界
情
勢 
２
０
１
２
‐
１

　
　

激
変
す
る
経
済
と
Ｅ
Ｕ
危
機

は
じ
め
て
住
宅
ロ
ー
ン
を

借
り
る
と
き
に
読
む
本

さ
ん
も
ん

お
お
わ
だ
ち

し
ゅ
う
う

も
ず



日 月 火 水 木 金 土

※ごみ収集「①可燃ごみ」は第1地区可燃ごみ収集日の意味です。以下同じです。 ※リサイクルステーション開設日時：毎週金・土・日曜日、午前8時30分〜午後5時

「広報とよやま」平成26年2月号 通巻第543号

「広報とよやま」は再生紙を使用しています。

http://www.town.toyoyama.lg.jp/発行・豊山町 編集・総務部総務課 〒480-0292愛知県西春日井郡豊山町大字豊場字新栄260番地    （0568）28-0913

（1月1日現在）総人口：15,138人（−42人）・男性：7,775人（−30人）・女性：7,363人（−12人）・世帯数：6,034戸（−21戸）

歯※　　印：休日救急外科病院の診療時間：午前10時〜午後5時（年末年始も診療）、　　印：休日歯科診療の受付時間：午前9時30分〜午前11時30分（年末年始も診療）外

東部休日急病診療所（診療科目・内科・小児科）
北名古屋市九之坪白山39 
救急医療情報センター
東消防署
西枇杷島警察署

0568-23-0122
0568-81-1133
0568-22-2511
052-501-0110

��町への問合せ先
　TEL　0568-28-0001（代表）　
　FAX　0568-28-2870　
　　　　(会計課、住民課、福祉課、税務課、建設課)
　　　　0568-29-3151
　　　　(建設課、都市計画課)
　　　　0568-29-1177
　　　　(総務課、学校教育課、生涯学習課)
　　　　0568-29-3152
　　　　(議会事務局)

赤ちゃん広場
①不燃ごみ

②資源分別収集日 1歳6か月児健診
①資源分別収集日

①可燃ごみ

　 済衆館病院
　（北名古屋市）
　 0568-21-0811
　 近藤歯科
　（清須市）
　 052-409-8389

外

歯

子ども健康相談
②可燃ごみ

認知症介護者のつどい
①不燃ごみ

①可燃ごみほっとサロン
（ひまわり）
①可燃ごみ

赤ちゃん広場
ニューファミリー教室
②不燃ごみ

10か月児健診
①可燃ごみ

②可燃ごみ

家庭児童相談
②可燃ごみ

心の健康相談
②不燃ごみ

①可燃ごみ

1

2

15

16 22

23

8

9 10

17

24

14

21

28

7

11

18

25

4

13

20

27

6

12

19

26

53

外

歯

　 遠藤外科整形外科
　（清須市）
　 052-502-8841
　 ケンタデンタルクリニック
　（豊山町）
　 0568-28-3478
紙資源分別収集日

建国記念の日

旧22号

新川
大橋

ふたついり駅

名鉄

三菱重工

J R

キリンビール

清須市役所
新
川

びわじま駅

東部休日急病診療所

済衆館
病院

に
し
は
る
駅

師勝保健所 県道春日井稲沢線

北名古屋
市役所東庁舎

大
山
川

R４
1

北名古屋
市役所
西庁舎

東消防署

片場

と
く
し
げ
・

な
ご
や
げ
い
だ
い
駅

名
鉄

　名古屋整形外科
　 人工関節クリニック
　（北名古屋市）
　 0568-22-7772
　 石田歯科
　（清須市）
　 052-401-8088

外

歯

母子手帳交付
②可燃ごみ

　 済衆館病院
　（北名古屋市）
　 0568-21-0811
　 水野歯科医院
　（北名古屋市）
　 0568-23-2345

外

歯

①可燃ごみ

3/1

1/26

母子手帳交付
献血
②可燃ごみ

母子手帳交付
②可燃ごみ

3か月児健診
BCG
①可燃ごみ

成人健康相談
ほっとサロン

（しいの木）
②資源分別収集日

子ども健康相談
①資源分別収集日

介護保険料第9期分納期限・口座振替日
後期高齢者保険料普通徴収第8期分
納期限・口座振替日
国民健康保険税普通徴収第9期分
納期限・口座振替日
国民年金保険料1月分納期限・口座振替日
固定資産税・都市計画税第4期分
納期限・口座振替日
保育料2月分納期限・口座振替日
②可燃ごみ

母子手帳交付
②可燃ごみ

2

2827 3029 31

　 新居外科
　（北名古屋市）
　 0568-23-2200
　 ごとう歯科
　（清須市）
　 052-400-8603
①可燃ごみ

外

歯

　 済衆館病院
　（北名古屋市）
　 0568-21-0811
　 原歯科医院
　（北名古屋市）
　 0568-25-4188

外

歯

①可燃ごみ母子手帳交付
母乳相談
②可燃ごみ

3か月児健診
BCG
①可燃ごみ

②不燃ごみ ①不燃ごみ 子ども健康相談
介護保険料第8期分納期限・口座振替日
後期高齢者保険料普通徴収第7期分
納期限・口座振替日
国民健康保険税普通徴収第8期分
納期限・口座振替日
国民年金保険料12月分
納期限・口座振替日
町県民税第4期分納期限・口座振替日
保育料1月分納期限・口座振替日
②可燃ごみ

遠藤外科
整形外科

名古屋整形外科
人工関節クリニック

新居外科
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